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概要

このドキュメントでは、vManageでMegaportのライセンス管理機能を設定および確認する方法に
ついて説明します。

前提条件

要件

Cisco Software Defined Wide Area Network(SDWAN)ソリューションに関する知識があることが



推奨されます。

使用するコンポーネント

この記事のポリシーは、ソフトウェアバージョン20.9.1およびCisco IOS-XE 17.9.1でテストされ
ています。 

このドキュメントの情報は、特定のラボ環境にあるデバイスに基づいて作成されました。このド
キュメントで使用するすべてのデバイスは、初期（デフォルト）設定の状態から起動しています
。本稼働中のネットワークでは、各コマンドによって起こる可能性がある影響を十分確認してく
ださい。

背景説明

20.9.1/17.9.1以降、Megaportサービスライセンス（相互接続ゲートウェイおよび相互接続コネク
ション）はCisco Commerce Workspaceを通じて購入され、vManageでユーザに表示されます。
この機能により、Cisco vManageはMegaportと連携してライセンスをモニタし、相互接続ゲート
ウェイまたは相互接続接続の作成時には、シスコとMegaportが共同でライセンス要件を適用しま
す。シスコを通じて権利を購入すると、Megaportはリソースを作成する権利を強制します。

短縮形

略語 説明

SDCI Software Defined Cloud Interconnect

移動する メガポート仮想エッジ

VXC 仮想クロスコネクト

SKU 在庫保管装置

CCW Cisco Commerceワークベンチ

新機能

以前：

Megaport後払い請求モデル：Megaportで作成されたリソースの請求は、Megaportで直接保有
するアカウントのMegaportによって行われます

●

Cisco Commerce Workspaceを通じて購入したライセンスについては、ユーザが消費したラ
イセンスに対する可視性や適用はありませんでした。

●

現在：

シスコを通じて権利を取得する：すべての権利は、どの権利が消費され、どの権利が使用で
きるかについての関連情報と共に表示されます。

●

取得した権限でMegaportにリソースを作成します。●

前払い請求モデル：最低1年間のライセンスを購入します。 ライセンスの適用は、
MegaportサービスがCCWを通じて購入されたときに作成されたアカウントでのみ実行されま
す。

●



後払い請求モデル：ユーザはMegaportのダイレクトアカウントを持ち、Megaportの使用状況
に基づいて直接請求できます。  Megaportのダイレクトアカウントでは、ライセンスの適用
は行われません。

●

ソフトウェア要件

vManage 20.9●

権限付与が有効なMegaportアカウント●

アーキテクチャ概要

ユーザはCCWからライセンスを購入します。●

ライセンスペイロードはCCWからメガポートにプッシュされます。●

Megaportはライセンスのデータベースを構築し、適用を行います。●

ライセンスのタイプ: ゲートウェイ(MVE)接続(VXC)AWS Hosted Connect(AWSHC)●

MegaportはAPIを公開し、vManageはこのデータを使用して、MVE/接続を起動する前にユー
ザを支援します。 GET：ライセンスのステータスを表示します。[検証(Validate)]：ライセン
スを作成する前に、ライセンスの可用性を検証します。作成操作で取得したライセンスを表
示します。

●

ライセンス（権利）

Megaportファブリックにインターコネクトゲートウェイとインターコネクト接続を作成する前に
、Cisco Commerce WorkspaceでStock Keeping Unit(SKU)として使用可能な必要なライセンスを
購入する必要があります。ライセンスは次の3つのカテゴリに属します。

ゲートウェイライセンス

インターコネクトゲートウェイライセンスを使用すると、メガポートファブリック内の特定の地
域の任意のメトロ、つまりCisco SDCIルータ(ICGW)にインターコネクトゲートウェイを導入でき
ます。 SKUには次の形式で名前が付けられます。 MVE-

地域とメトロ：

地域：多くの大都市を含む地理的地域を地域と呼びます。たとえば、北米、ヨーロッパなど。
メトロ：メトロは、ダラス、デンバーなどの地域内に配置されます。

MVEライセンスの一般的な構造： MVE-

例：

1.  MVE-EU-SML-C：ヨーロッパ地域のゲートウェイ。インスタンスサイズが小さい

2. MVE-NA-LRG-C：北米地域のゲートウェイ。インスタンスサイズが大きい。

相互接続ゲートウェイには、次のいずれかのフォームファクタを使用します。●

SKU名の最後の – Cは、前払いライセンスであることを示します。（コミットモデル） ●



接続ライセンス

2種類の相互接続接続を作成できます

メガポート地域のメトロ内：メトロ内の相互接続接続は短距離接続です。●

メーター間：インターコネクトメーター間の接続はロングホール接続です。●

IN Metroライセンスの一般的な構造 – 短距離：

     VXC-IM-<Bandwidth>-<Region>-C
     例： VXC-IM-1G-NA-C

      IM：メトロ内で、北米地域内の同じソースおよび宛先のメトロ。
      速度 – 1G
      C – コミットモデル（プリペイドモデル）

Inter-Intra Connectionライセンスの一般的な構造 – 長距離：

     VXC-II-<source>-<Destination>-C
      例：  VXC-II-NA-EU-C

      II：ライセンスのサブタイプはInter Intraリージョンで、複数の大陸にまたがることができます
。
      NA：北米地域の地下鉄
      EU：ヨーロッパ地域の任意のメトロ。
      C – コミットモデル（前払い）

追加ライセンス

AWSがホストする接続を作成するには、ショートホールまたはロングホールのInterconnect
Connectionライセンスに加えて、AWSがホストする接続を購入する必要があります Cisco
Commerce Workspaceの接続ライセンス。

IN Metroライセンスの一般的な構造 – 短距離：

           例：  AWS-HC-IMVXC-1G-C

           HC：ライセンスタイプはHosted Connectです
           IM:Metroでは、送信元と宛先が同じメトロです。
          1G：ホスト接続の速度

Inter-Intra Connectionライセンスの一般的な構造 – 長距離：

         例： AWS-HC-IIVXC-C （ホスト間接続）
         HC：ライセンスのサブタイプはホスト接続です。
         II:Inter Intra-Region（地域内または地域間）
         C：コミットモデル（前払い）

ライセンスの適用



Cisco vManageでインターコネクトゲートウェイを作成すると、Cisco vManageはメガポートに
要求を送信します。  Megaportは、アカウントが承認される前に、必要なライセンスがアカウン
トにあるかどうかを確認します。

インターコネクトゲートウェイを作成するには、次の条件に一致するインターコネクトゲートウ
ェイライセンスが必要です。

ライセンスの期限が切れていないこと、および使用中でないこと。●

ライセンスは、インターコネクトゲートウェイを作成するリージョンに適用する必要があり
ます。

●

ライセンスは、作成する相互接続ゲートウェイのフォームファクタと一致している必要があ
ります。

●

使用されていない複数のライセンスがあり、要求されたリージョンとフォームファクタをサ
ポートしている場合は、有効期限が最も早いライセンスが選択されます。

●

必要な条件に一致するライセンスがある場合、Megaportはそのライセンスを使用中としてマーク
し、インターコネクトゲートウェイの作成要求を承認します。

必要な基準に一致するライセンスがない場合、インターコネクトゲートウェイの作成は失敗し、
Cisco vManageによって次のような適切なエラーメッセージが表示されます。「No license for
<ICGWName> MVE」

Cisco Commerce Workspaceで必要なライセンスを購入するか、使用中のライセンスを使用可能
にして、インターコネクトゲートウェイの作成を再試行します。インターコネクトゲートウェイ
を削除すると、関連付けられたライセンスのステータスが[使用可能(available)]に変わります。

権限付与の一致 – MVE

2つの資格がコールと一致する場合：

最初に完全一致を選択し、最も早い有効期限を選択します。●

必要なライセンスがある場合、Megaportはライセンスステータスを使用中に変更し、要求さ
れたリソースを作成します。ライセンスステータスは、Cisco vManageでも更新されます。

●

必要なライセンスがない場合、メガポートは要求されたリソースを作成せず、Cisco
vManageは必要なライセンスがないことを示すエラーメッセージを表示します。Cisco
Commerce Workspaceで必要なライセンスを購入し、リソースを作成します。

●

複数の完全一致が発生した場合は、最も早い有効期限が使用されます。●

権限付与の一致：Inter-Intra Region VXC

2つの資格がコールと一致する場合：

最初に、最も早い有効期限を持つ正確な帯域幅の一致を選択します。●

[bandwidth entitlement]で、最も近い帯域幅一致を選択します。●

たとえば、VXC-II-NA-NA-Cを500 Mbpsおよび2000 Mbpsで保持し、400 Mbpsをプロビジョ
ニングしようとすると、500 Mbpsが選択されます。1000 Mbpsをプロビジョニングしようと
すると、2000 Mbpsが選択されます。

●

複数の完全一致が発生した場合は、最も早い有効期限が使用されます。●

権限付与の一致 – InMetro VXC



2つの資格がコールと一致する場合：

最初に、最も早い有効期限を持つ正確な帯域幅の一致を選択します。●

[bandwidth entitlement]で、最も近い帯域幅の一致を選択します。●

  たとえば、VXC-IM-NA-1G-C、VXC-IM-NA-10G-Cを保持し、400 Mbpsをプロビジョニングしよ
うとすると、VXC-IM-NA-1G-Cが選択されます。

  1500Mbpsをプロビジョニングしようとすると、VXC-IM-NA-10G-Cが選択されます。

複数の完全一致が発生した場合は、最も早い有効期限が使用されます。●

ライセンスの適用

アラームは、vManageの特定のイベントに対して生成される通知です。これらのイベントに対し
てアラームを生成します。

ライセンスの終了日が90日未満である●

ライセンスの有効期限が切れています●

ライセンスが更新されました●

vManageワークフロー

ハイレベルで実行する手順の要約：

アカウント管理●

ICGWグローバル設定●

ライセンスのチェック ●

Workflows-QuickConnect●

テンプレートの割り当て●

ICGWの作成●

アカウント管理

アカウント管理



ログ メッセージ

ICGWグローバル設定

ICGWグローバル設定

ライセンスのチェック

ライセンスのチェック



ライセンスログの確認

ワークフロー：Quick Connect

最初に設定する必要がある20.9.xの新しいワークフローがあります。そうでない場合、新しいイ
ンスタンスはスピンできません。Megaportインスタンスとも呼ばれます。

このワークフローの一部として、C8Kvを選択し、サイトをC8Kvにアタッチする必要があります
。

[Attach Template]オプションで、同じシャーシに同じシステムIPとサイトIDを設定する必要があ
ります。移動先 Configuration > Template .これをデバイステンプレートに適用する際には、必ずメモ
してください。  

[Workflows]  



デバイス設定の追加と確認

テンプレートの割り当て

Workflows-QuickConnectワークフローの上から同じシャーシ/UUIDに割り当てることを確認しま
す。

デフォルトテンプレートへのデバイスの接続

ICGWの作成



ICGWの作成

確認

ここでは、設定が正常に機能しているかどうかを確認します。

ICGWの作成が成功したことを示すvManageの関連ログを次に示します。

検証ログ

Megaportポータル



メガポートポータルの
ICGWの詳細

メガポートポータルのVXCの
詳細

トラブルシューティング 

ここでは、設定のトラブルシューティングに使用できる情報を示します。

問題のトラブルシューティングを行うと、すべてのログがvManage-Server.logまたはCloudAgent-
(v2).logのいずれかになります。これらのファイルに対してtail -fを実行すると、問題をライブで確
認できます。

APIを生成し、DBに保存します。



シナリオ 1.MVE/接続の作成エラー：

アカウントライセンスページで、使用可能なライセンスがあるかどうかを確認します。●

ライセンスが使用できない場合は、新しいライセンスを追加して再試行してください。●

シナリオ 2.ライセンスのステータスは、vManageによって使用中および未使用と表示されます。

Megaportに残っている古いリソースは、vManageによって削除されます。また、Megaportア
カウントでクリアすることもでき、ライセンスのリリースに役立ちます。

●

これでライセンスがリリースされない場合は、Megaportで確認する必要があります。●

シナリオ 3. 同じMegaportアカウントが複数のvManageインスタンスで使用されている場合、ユ
ーザはMegaportポータルからこれらのリソースを削除する際に注意する必要があります。

シナリオ 4.帯域幅の更新が失敗した場合、要求された帯域幅はライセンスされた帯域幅よりも大
きくなります。

関連情報

Cisco SD-WAN Cloud Interconnect with Megaport●

Cloud Interconnect with Megaportのライセンス管理●

テクニカル サポートとドキュメント – Cisco Systems●

/content/en/us/td/docs/routers/sdwan/configuration/cloudonramp/ios-xe-17/cloud-onramp-book-xe/sdwan-cloud-interconnect-megaport.html
/content/en/us/td/docs/routers/sdwan/configuration/cloudonramp/ios-xe-17/cloud-onramp-book-xe/license-mgmt-sdwan-megaport.html
https://www.cisco.com/c/ja_jp/support/index.html


翻訳について
シスコは世界中のユーザにそれぞれの言語でサポート コンテンツを提供するために、機械と人に
よる翻訳を組み合わせて、本ドキュメントを翻訳しています。ただし、最高度の機械翻訳であっ
ても、専門家による翻訳のような正確性は確保されません。シスコは、これら翻訳の正確性につ
いて法的責任を負いません。原典である英語版（リンクからアクセス可能）もあわせて参照する
ことを推奨します。


